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岡山市は、而亘の舗装に一般廃熱勿焼知灰  

を≠容カヽして固めた妾容融スラクーを10％盲昆人した  

アスファルトの使用すを薪付け、2006年度カヽ  

ら本格実施する。妻板戸内海で搬が全面雲巨1上  

される海砂の代謝、讐顎原リサイクル、最終  

処分場延命イヒーの と一石三′跨ミ の効果を目指  

すもので、中国地方の自治体で初めて。  
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